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技術名称 バスク工法wide 担当部署 営業部

NETIS登録番号 QS-180015-A 担当者 渡邊　賢

社名等 株式会社　マテリオリペア 電話番号 096-234-8823

技術の概要

　従来の老朽化したモルタル・コンクリート吹付法面の補修技術は、劣化した既設の
モルタル・コンクリート吹付を人力や機械により剥ぎ取り、 既設吹付と同じモルタル
・コンクリートを地山に吹付し、再構築する工法がとられていました。
　従来技術の方法では、既設のモルタルを剥ぎ取りを行うことにより、大掛かりな仮
設防護柵の設置や、大型重機の使用により終日の交通規制が発生し、大量の産業廃棄
物の処分が問題になっていました。

　バスク工法wideでは、老朽化したモルタル・コンクリート面を生かしを補修を行う
ことにより長寿命化させることができる補修・保護工法です。
　また、本材料に最適化された小型の専用機を使用することにより、混練、圧送、吹
付までの広範囲な一連の施工が可能で、材料品質、施工効率、安全性、経済性の向上
が可能となりました。

　既設のモルタル・コンクリート法面の剥ぎ取りがないため、産業廃棄物の発生がな
いことや、大掛かりな仮設防護柵の設置が必要なく、終日の交通規制もないため、安
全性が高まるとともに、第三者、通行車両への影響や危険性を軽減できます。
また、従来技術と比較して施工期間の短縮、低コスト、環境コストの低減を図ること
ができます。

・既設モルタル・コンクリート面の補修
・急傾斜地など大型重機が入らない現場や、プラントヤードが確保できない現場
・取り壊し、モルタル再吹付が不可能で、さらなる工期短縮が要求される現場

国の機関　2　件　（九州以外　2　件　）　
自治体　　50　件　（九州　18　件　、九州以外　32　件　）　
民　 間　　7　件　（九州　4　件　、九州以外　3　件　）　

技 術 概 要　

1．技術開発の背景及び契機

2．技術の内容

3．技術の効果

4．技術の適用範囲

5．活用実績
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6．写真・図・表
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技　 術 　概 　要

問合せ先(開発会社) 　株式会社アストン 技術部　担当：谷村 成 電話番号：０８６－２５５－１５１１

問合せ先(九州統括) 　株式会社計測技研 営業部　担当：高島 一顕　　電話番号：０９２－９３９－２６０６

技術名称 ＮＥＴＩＳ登録番号
２液混合型 けい酸塩系表面含浸材

ＣＳ－２１ビルダー
ＣＧ－１７０００９－Ａ
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２液混合型けい酸塩系表面含浸材ＣＳ－２１ビルダー（ＮＥＴＩＳ：ＣＧ－１７０００９－Ａ）

◆標準工程概要図 施工手順

２．CS-21ビルダー（100g/㎡）塗布

１．CS-21ビルダー（200g/㎡）塗布

（標準歩掛，労務単価：R2佐賀県，材料ロス10％含む）

◆何について何をする技術なのか?

中性化の進行した既設コンクリート構造物に適用する表面保護材。

２液混合型のけい酸塩系表面含浸材で、混合直後から一定時間、低粘度状態を保ち、浸透した空隙内で
反応によりゲル化する性質を有している。

コンクリート表面に塗布し浸透させることで、ひび割れ深部を含む表層部を緻密化し、施工後新たに発
生する微細空隙を継続的に充填して、水や各種劣化因子の侵入（鋼材腐食）を長期にわたり抑制する。

かぶりコンクリートを健全に保つことができ、既設コンクリート構造物の長寿命化に寄与する。

◆適用可能な範囲／特に効果の高い適用範囲

既設コンクリート構造物／中性化が進んだコンクリート構造物

目視では視認し難い微細ひび割れや、打継目などの劣化の進行が懸念される部分

◆適用できない範囲

セメント成分を含まないもの(樹脂コンクリートなど)

既に浸透性吸水防止材などが塗布され、撥水性が付与されたコンクリート

◆適用にあたり、関係する基準

土木学会発刊 コンクリートライブラリー119 表面保護工法設計指針(案)

> 工種別マニュアル編 P143～187 > 表面含浸工マニュアル（けい酸ナトリウム系表面含浸材）

土木学会発刊 コンクリートライブラリー137 けい酸塩系表面含浸工法の設計施工指針(案)

> 反応型けい酸塩系表面含浸材

◆ＣＳ－２１シリーズ製品による表面保護工法の選定フローチャート（例）

適用範囲：中性化/塩害/凍害抑制対策（劣化過程が潜伏期段階までの既設に対し、単独で適用する場合）

適用外：ＡＳＲ/化学的侵食

※躯体防水の場合は、従来のＣＳ－２１を推奨【旧CB‐020055 期間満了につきNETIS登録終了(2017年3月末まで)】

美
装
の
必
要
性

な
し

CS-21ビルダー塗布工法
CG-170009-A

適
用
範
囲

既
設 あ

り
CS-21保護美装工法
＞CS-21塗布＋CSﾌｨﾗｰ被覆

設計価格：３,１００円/ｍ２

要
求
性
能

https：//www.cs21.jp

適
用
外

新
設

CS-21ネオ塗布工法
CG-160013-VE 活用促進技術

素地調整
CS-21ビルダー
塗布(1回目)

CS-21ビルダー
塗布(2回目)

＊素地調整：高圧洗浄、サンダーケレンなど

＊塗り重ね間隔：約60分（指触乾燥確認後）
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技術名称 独立ソーラー電源 担当部署 建設ソリューション営業部

NETIS登録番号 KTK-170013-A 担当者 河田　頌

社名等 コーユーレンティア株式会社 電話番号 03-6758-3516

技術の概要

国の機関　0　件　（九州　0　件　、九州以外　0　件　）　
自治体　　 2　件　（九州　0　件　、九州以外　8　件　）　
民　 間　　44 　件　（九州　4　件　、九州以外　40件　）　

技 術 概 要　

1．技術開発の背景及び契機

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2020年11月16日現在）

　離島や沿岸部、河川や山間部などの僻地、遠隔地または被災地などの工事現場では電源確保
が困難な場所も多く、従来は発動発電機を使用しています。しかし、これらの場所で発動発電
機を運用するには労力やコスト、環境負荷が増大することもあります。
　特に近年、持続可能な低炭素社会の実現に向けた環境保全の取り組みにも重点が置かれ、発
動発電機の代わりに再生可能エネルギー（以下再エネ）であるソーラー電源を仮設電源として
運用する取り組みも加速しています。そのため工事現場に容易に導入でき、発動発電機と同様
の能力を備えたソーラー電源の開発が急務となっています。

２．技術の内容

　独立ソーラー電源は複数枚のソーラーパネル、コアユニット、パワーユニット、移動式バッ
テリーユニットなどで構成されたユニット型のソーラー電源システムです。工事現場で使用す
るφ48.6単管パイプなどの仮設材を使用して簡単に設置できます。天候に左右される不安定な
再エネ電源のため、3G通信によるリモート保守や電欠時などAC100Vの外部電源があれば、自動
で切り替える機能を有しています。また、蓄電容量が4,800Ah・セル未満のオフグリッド電源
のため、消防法にも規制されず、所轄消防署への蓄電池設備の設置届出や電力会社との協議な
どの煩雑な手続きを省け、設置後に直ぐに電源として使用することができます。

　独立ソーラー電源は従来の発動発電機に比べ、燃料を使用しません。そのため燃料代を無く
し、燃料の手配、給油作業、毎日の操作など、仮設電源の維持・管理に伴う工事現場の補助労
務を省力化し、燃料が起因となるリスクも無くします。騒音、振動、排気ガスなどの作業公害
が発生しないため、近隣や地域を含めた社会的要請である環境負荷低減の具体的な取り組みと
して、レンタルで再エネ電源を容易に導入できます。また、発動発電機とのハイブリッド運用
も可能なため、既存の発動発電機の使用頻度を減らすなど、現場状況に応じた柔軟な運用を可
能とします。

・沿岸部や離島、山間部や河川などの電源確保が困難な工事現場
・現場範囲が広域で電源使用箇所が分散・点在している工事現場
・被災地など、停電エリアの工事現場
・災害下で停電の発生が起こり得る工事現場
・商用電源や発動発電機の使用が制限もしくは困難な工事現場
・燃料の使用や保管が制限もしくは困難な工事現場
・遠隔地で設置期間が長期間に及び、発動発電機の給油の手間や労務を省力化したい場合
・電力会社との協議などを省きたい場合
・火災予防条例に伴う蓄電池設備の設置届出を省きたい場合
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写真・図・表
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技 術 概 要 

技術名称 ピタットシート 担当部署 技術開発部 

NETIS 登録番号 HK－190004－A 担当者 坂口吉穂 

社名等 齊藤建設株式会社 電話番号 0138-40-0636 

技術の概要 １． 技術開発の背景及び契機 

近年の気象変動による気温の上昇、降水量の増加、強風は極端なレベルに達

し、全国で様々な自然災害が発生しております。災害対策で一般的に使用されてい

るブルーシートは、報道等でも伝えられている様に強風や風雪により散乱や飛散が

生じ、停電や交通事故などの併発被害を引き起こしております。自然災害の応急処

置として最も使用されるブルーシートは、単品での使用は非常に使い勝手が良いの

ですが、複数枚の使用となると接合方法や抑制方法に問題点があった。 

これらの問題点を解消し、利便性に優れ、高い養生効果を達成するシートの必要

性から開発が急務となっておりました。 

２． 技術の内容 

ピタットシートは、シートの周囲に装着したマジックテープを接着させシート同士を

繋げることで、どのような大きさや形状にも対応できます。従来施工と異なり 50 ㎝程

度のシートの重ね合わせを必要としないため、土のうや吊りロープ等の資材は使用

せず、シート全体の外周をピン固定のみで布設することが可能となりました。 

３．技術の効果 

土砂崩落等の危険性が高い箇所での保護シートの布設や崩落発生後の進行抑

止対策としての保護シートの布設を安全で迅速に行うことができます。ブルーシート

とピタットシート布設を比較し、下記の点において効果があります。 

・安全性の向上 ・適応性の向上 ・作業効率が 70.8％向上

・経済性が 8.3％向上  ・併発被害の防止 ・環境対応型

４．技術の提供範囲 

・危険性の高い箇所での養生シートとして、使用が可能です。

・風、雨、雪の強い箇所での養生シートとして、使用が可能です。

・起伏の大きい地形での養生シートとして、使用が可能です。

・水中での養生シートとして、使用が可能です。

・従来のブルーシート布設の代替えとして、使用が可能です。

５．活用実績（2020 年 11 月 30 日現在） 

国の機関 件（九州 0 件、九州以外 12 件） 

自治体    件（九州 0 件、九州以外 8 件） 

民間 件（九州 0 件、九州以外 3 件） 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-36



������� �	
���
���������������

�������������� !"

#$%&%'()*+ ,
-./01232456789:;5<=;9>?@ABC6DEFGHI-.JKL;M;N9OPQRSTUVN/;WXLYZ[H[6012324\]^_9:YPG`6aSbcdef/WPGg;/9:hVPh324\ij`kl6mn\opOPq2rds/t6uv46Lw5xy0z;{|}~V�/@�h��A��hVX9>?@AQRS�CVXLYZ

1-37



bc�/��324 ��/��324

#$%&%'()*+ �
��/����S�P��/��6���/��6��5��V� 1S¡[6¢£;¤¥V¦§¨©Aª«[¬XLYZ®¯;N°HX/¤S6±²³012324/´E;56��dµ¶S�X·¸d¹·A«º6»¼d-.½¾¿/ÀªÁ©AÂª¬XLYZ

ÃÄÅ'&%'(ÆÇ+
ÈÉv432456324SÊË[wÌÍvÎÏ2r\ÐËplPÑh;6�/�tVÒÓpdÔÕSNÖ×;ÓLYZ9:YP��56324/ØÙ\ÚÛYPÈÜ/|;YZÝÞ6´Eß�hàá^/ÒâVãäd<¢å/æ�\çPÑhAè²LYZ

1-38



ÃÄÅ'&%'éê

ëì
íîïðñòó
ôõïö÷òö

øùú �	ûü	ü	ûý	ý	ûþ	

���

��� ��� íîïðñòó	
������������������������������� !"��������#$%&

ÃÄÅ'&%''()*+,-�./	0-123�
÷òö45/6.789:;<=>?>@ABCDE

÷òöFG4ôHIJDE

1-39



K L M N
OPQ÷òöBCRôõïö÷òöBC	ST UVW�ST

XYZ[\]̂_ X̀Za\]̂_

b c d e
fghi	jk:lm	nk÷òöR@A:ôõïö÷òö	opqrsÈÉv43245012324Stuvw;x×åSyn¬X6z{ds|}~FG/��6����/��6��/��Sx[¬XLYZs|}~/��åA�>�g¿/��324/´Ed}~ª«�/����Ö�h[¬/��324/´E\<¢;��S�tÑhA;Ó6���>�ÞA��;ÓLYZ

1-40



b c d e
fghi6�/	ôõïö÷òöBC��ÈÉv432456F�Sx`[w���Sv7S��;ÓPZ��´E��5324��SÝ [wq2r\<¢VGg�X¡¢£¢¬�>6¤��/��¥g¿¦§¨I©S�OPZ

ª«¬®«¯°
±²	nk³´µ÷òöR@Aôõïö÷òö	opqrs¶J/��dD·\¸�¹HI��YPºS56��;324\»Ý[¬HI��S¼½�¾6¿¾¬ÀI[6´E;ÓPwÁÂàÃØ/-./Ä;NÅáYPÑhA;ÓLYZ

1-41



ÃÄÅ'&%'ÆÇ
ÈÉ+,Ê	Ë;�ÉÌÍÊ	Ë;üÉÎÏÐÑÒ#��ÓË;ýÉÔÕÊÒ���ÓË;þÉÖ×ØÙ	jIÚÉÛÜÝÍÞ

ßOPà�R	STá

âãäåæÒRçâèéê@qs
ëìíCîQ!ï

1-42


	令和２年度　新技術新工法説明会　プレゼンテーション資料【佐賀会場】
	目次
	1_[技術概要] バスク工法wide

	[発表資料] QS-180015-A 


	2_[技術概要] 2液混合型けい酸塩系表面含浸材CS-21ビルダー

	[発表資料] CG-170009-A 


	3_[技術概要] 独立ソーラー電源

	[発表資料] KTK-170013-A 


	4_[技術概要] ピタットシート

	[発表資料] HK-190004-A 




	TOP: 
	ページリンク: 


